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アメリカの穀物流通とシカゴ市場

1 .はじめに

アメリカは世界最大の穀物生産国であり消費

国でもある。したがってその存在自体が世界の

穀物市場に影響を与えずにはおかない。現在世

界の穀物価格の多くは，アメリカ最大の穀物市

場であるシカゴの先物市場で形成される価格を

指標に決定されている。日本に輸入される穀物

価格もシカゴ市場で形成された価格にもとづき

形成されているのである（九その意味で，シカゴ

市場は世界の中心的な穀物市場であり，研究対

象として興味ある存在であると言えよう。

シカゴ穀物市場での取引は，大別して二種類

存在する。一つは現物取引であり，もう一方は

先物取引（定期取引とも言う）である。現物取

引は，穀物のサンプルを市場（取引所）に持ち

込んで，その穀物について売手・買手が価格を

決定するものである。現物取引は，現在におい

てもシカゴ市場で行われているが，その規模は

極めて小さいものであり，一般に知られるよう

に取引の主体は先物取引となっている。現物取

引の場合には，穀物の数量・品質・価格・受け

渡し時期と場所は，それぞれ個別の相対取引で

決定されるのに対し，先物取引は，価格以外の

条件はすべて規格化されている規格取引となっ

ているのが大きな特徴である。さらに，現物取

引は必ず現品の受け渡しと代金の支払いをとも

なうものであるが，先物取引の場合は，そのほ

とんどが反対売買による取引の相殺によって，
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差金決済で完了し，現品の受け渡しと代金の支

払いが行われるのは希である。シカゴ穀物市場

の先物取引において実際に現品の受け渡しが行

われているのは全体の取引量のー～二%と言わ

れている（2）。しかし，現品の受げ渡しは行われず

ともその可能性は存在しているわけであり，こ

のことが現物市場と先物市場との不当な希離を

防いでいるものと思われる。そして，現物市場

と先物市場開の一定の連動性があってこそ価格

変動のリスクを軽減するためのヘッジも可能と

なってくるのである（3）。

現在まで国内外を問わず，こうしたシカゴ穀

物市場の実態が明らかにされてきている。それ

らは，市場論とか価格論といった視角の相違は

あるものの，主として初期段階の分析は，商品

取引所の機能を説きつつ，市場成立の論拠を商

業的農業の歴史的展開に求めるものが多いよう

に思われる（4）。これに対し，近年においては，シ

カゴ市場を穀物取引という視点から考察し，先

物市場の機能を価格形成と危険転嫁の二つに集

約化し，特に危険転嫁（ヘッジング）の効用を

説き，これを検証するものが増加しているヘ

本稿では，シカゴ市場の機能の一つである穀

物価格形成機構としてのシカゴ市場に着目し考

察を行うが，確立期から現在に至るまでのアメ

リカ穀物流通構造の変化の中で，如何にその性

格を変化させてきたのかという視点から接近し

たい。具体的には，元来現物市場として発足し

たシカゴ市場が先物市場主体の取引所になる過

程，そして国際的な価格形成の決定機構という
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穀物の商業流通の中心的存在になる過程を，流

通構造の変遷と関わらせて論じるわけである。

こうした課題設定のために，論述と構成はど

うしても歴史的過程を重視する形式をとらざる

をえないが，その後で現段階におけるシカゴ市

場のもつ問題点等についても若干ふれることに

したい。

｝王

(1) 拙稿［5］で、は，シカゴの先物取引センターを中心

として形成される飼料穀物の輸入価格形成過程を

穀物取引形態の変容と関連させて論及している。

( 2) 近年の先物市場の特徴のーっとして，差金決済せ

ずに現品の受け渡しがなされる割合が増加してい

るという実証研究も存在する。例えば， peck

[l],138-151.があろう。

( 3) へッジングとは，現物の売買にともなう損益を，

先物の反対売買で相殺するものである。多くの場

合，これによって完全なリスク・へッジができるわ

けではないが，それが有効なのは現物と先物が基本

的に同方向に連動して変動する結果（現物・先物双

方が同方向に同じ幅だけ変動すれば100%のリス

ク・へッジができる），現物と先物の差＝ペーシスの

変動が小さいからである。したがって，リスクへツ

ジは，ベーシスの変動への投機とも置き換えられ

る。

( 4) 例えば，高橋［23], pp.4 25があろう。

( 5) 宮崎［11], pp. 73-89. 

2.シカゴ市場と集散地市場型流通

( 1 ) シカゴ市場の形成

アメリカの穀物流通は， 1880～1890年の時期

に集散地市場型の流通体系を確立したとされ

る（九しかし，シカゴにはじめて商品取引所がで

きたのは，アメリカの穀物流通が確立される以

前の1848年である。シカゴは地理的に五大湖（ミ

シガン湖）とつながり，北部イリノイの肥沃な

農村地帯に密接している地点に位置しているこ

とがその発展に大きく寄与した。こうした立地

条件のためにシカゴは自然に穀物の集積地と

なっていたのである。この傾向は， 1850年のミ

シガン・イリノイ運河の開設によって加速され，

シカゴはクリミア戦争（1853-1856）の時までに

穀物の豊富な積出地としての基盤を築き，穀物

の一大供給地として卓越した役割を果たすまで

に至った。すなわち，北部イリノイで生産され

た穀物は，物流拠点、に位置する中核的都市であ

るシカゴに集積した後，東部消費市場や輸出市

場へ分散されることになったのである。その意

味で，シカゴは穀物の集散地として流通の中

継・卸売り機能と消費市場への需給調節機能を

営む都市であった。そして同様の機能を有する

セントルイスやミネアポリス等の穀物集積地に

も次々に穀物取引所が形成されていったのであ

る。

シカゴ市場は当初現物市場として発足し，

1859年にイリノイ州の特別立法により法人格を

もつことになり，正式にBoardof the City of 

Chicagoと命名された。当時の穀物取引形態は，

極めてシンプルであり，農家から販売を委託さ

れた地方穀物商人が，同様に買い手から委託さ

れたブローカーと集散地市場にある取引所にお

いて相対取引を行い，通例15日以内に受け渡し

と決済を行う“toarrive contract，，という形態

であった（2）。

一方，取引所では穀物取引を容易化するため

に品質の標準化，検査，計量が行われるように

なり，続いて倉庫業者による在庫証明（倉庫証

券）の発行が行われ，これが譲渡可能（現物商

品に代わる受渡証）となり，先物取引の下地が

できることになる。要するに，現物穀物に倉庫

証券という代替性をもたせ，それが売買対象と

なっていったのであるo そして，価格変動を嫌

う商人たちの間で一般的慣行となっていた先渡

し契約（約定した価格をもって標準的品質の穀
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物を引き渡し請求するもの） (3）が1865年に制度

化されシカゴにおいて先物取引が発足すること

になり，同時に先物契約遂行のため一方が要求

した場合，先物契約の穀物価格の10%以内で契

約保証金を積む制度が採用された（九こうして

先物契約についてのルールが確立されてくる

と，先物契約が転売されるケースもしばしば発

生し，ここに至って実際に穀物の受け渡しを行

わない先物市場の形態が形成されてくるわけで

ある。そして，先物契約が制度化され成熟して

くると，シカゴの穀物商人達は12ヶ月にわたる

穀物の入荷・積出などのスケジュールを作って

利用し，当初特定日渡しであった先物契約を，

より実用的な各限月渡しの先物契約へと発展さ

せてその契約の転売を行うようになった。こう

して徐々にではあるが，今日的なシカゴの先物

市場が形成されたのである。そして，そこで形

成される先物価格は，穀物商人が農場から穀物

を買い付ける場合の一つの目安になることに

なった。さらに， 70年代後半以降には，先物市

場は，商人達の在庫ヘッジの場として広範に利

用されるようになっていた（5）。もちろんこの他

にもシカゴ市場では現物売買は行われており，

この時点でシカゴは現物市場に加えて先物市場

を発足させたことになる。

( 2) 流通体系の確立

上述したシカゴのような戦略的な立地基盤を

もっ中核的な諸都市を物流の拠点、として形成さ

れる集散市場型の流通体系は，鉄道建設ブーム

によって助長され， 1880～1890年に確立される

ことになった。特に， 1880年中期以降の鉄道建

設は，次の点で穀物流通にインパクトを与えた。

第一に，当時の鉄道建設は，従来の穀物輸送

の主要手段である湖上＝運河経由の輸送から鉄

道によるそれへと輸送体系を変化させた。鉄道

建設ブームは，南北戦争によって一時中断する

ものの， 1860年代後半からは，さらなる鉄道建

設ラッシュが始まるのである（九鉄道による穀

物輸送は，湖上輸送に比して輸送日数の短縮や

輸送途上における穀物の水分吸収による品質劣

化の克服等の点で優れており，鉄道輸送は湖上

輸送の代替手段として急速に普及するのであ

る。したがって，鉄道建設がこの時期の穀物流

通の確立に密接に関連することになった。

第二に，鉄道建設ブームによる西部地域への

幹線鉄道システムの延長は，当該地域をも商品

穀物の生産地として成立させ，それらを東部消

費市場や海外市場を含む広域穀物市場に包摂す

ることになった。例えば，幹線鉄道システムは，

1860年にはほぼミシシッピィー川までにとど

まっていたが， 1870年代にはミシシッピィー・

ミズーリ川以西に展開したことにより，現在小

麦の集中的生産地帯である南北夕、コタ州からカ

ンザス州に至る大平原地域を含む西北中部地域

を商品としての穀物の生産地帯として成立させ

ることになったのである。そして，新たに成立

した穀物生産地帯には，後にみるようにカンサ

スシティー等の新興穀物集散地市場を創出する

ことになる。

第三に，幹線鉄道システムは，シカゴのよう

な物流拠点となる中核的都市を中心に放射線状

に広がったために，集散地市場のもつ中継・卸

売り機能と需給調節機能を側面から助長するこ

とになった。このような穀物の集積地はシカゴ

にがぎらず数多く存在したが，そのなかでもシ

カゴは最大の穀物集散地市場であった。シカゴ

以外の代表的な穀物集散地市場を挙げれば，セ

ントルイスやミネアポリスがあげられよう。セ

ントルイスは，ミズーリ・イリノイ・ミシシ

ピィーJIIに隣接し，立地条件に恵まれ，輸出港

としても優れており，そこでの穀物取引所であ
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るセントルイス商人取引所が形成された。また，

ミネアポリスは，製粉企業が数多く立地し，当

時小麦の集積地であり，取引所であるミネアポ

リス商業会議所が形成されていたのであるヘ

ともあれ，こうして中西部の穀物生産地から

穀物を集荷し，上述のシカゴを代表とする集散

地市場を経て，東部市場へ向かうのを基本とす

る流通体系が出揃い，互いに集荷競争が繰り広

げられる形で確立するのが， 1880～1890年前後

なのである。そしてそれは同時にアメリカ穀物

流通の原型である集散地市場型の流通体系が地

盤を築く時期でもある。すなわち， 1880～1890

年にシカゴ市場を筆頭とするセントルイス・ミ

ネアポリス等の中核的諸都市を集散地点とする

穀物流通体系が確立するのである。

上述のようにアメリカの穀物流通は，鉄道建

設とそれによる穀物輸送の普及に密接に関連し

て展開したものと思われる。また鉄道会社に

とっても穀物輸送は，当時最大の輸送品目であ

り，重要な営業政策の対象となっていたのであ

る。鉄道会社は，輸送穀物を確保するために穀

物出荷地点にエレベーター＝穀物貯蔵施設をも

建設し，自ら積極的に穀物取引に参加した。特

筆すべきは，この時期の鉄道会社は，輸送する

穀物の集荷を容易ならしめるため，大穀物商人

へ有利な輸送条件を提示したことである。具体

的には，特別低運賃の適用，リベートの支給，

鉄道会社保有のエレベーターの無料使用等によ

り大穀物商人へ便益をはかり，逆に小規模農家

やエレベーター業者には独占的な運賃設定を行

い，農民からの激しい批判の対象となっていた。

しかし，このことは，集散市場であるシカゴを

経由する流通体系を掘り崩すものではなかっ

た（九輸送網がシカゴに集中し，東部市場への輸

送条件でシカゴ市場が他の集散市場に比して格

段に有利な位置に立地しているために，独占的

な高運賃設定を行われてもシカゴから東部市場

への輸送コストがそれを償ってあまりあるほど

に安いかぎり，地方の穀物商人にとってはシカ

ゴ市場への出荷が有利であったためである。し

かしながら， 1880年以降の鉄道会社間の蟻烈な

競争や集散地市場問の競争は，穀物の物流を変

容させ，シカゴ市場の性格を少なからず変化さ

せることになるのである。

( 3) シカゴ市場の性格変化

確立期の穀物流通は，鉄道部門の展開と密接

に連関しながら構築された。この時期，幹線鉄

道システムの西漸化に並行して，中西部一円で

の鉄道整備および複数の幹線ルートが確立した

が，これは同時に二つの競争を促すことになっ

た。すなわち，鉄道会社間の競争と集散地市場

開の競争がそれである。

まず，鉄道会社間の競争であるが，鉄道シス

テムの展開当初，独占的地位を利用して穀物商

人や農民からの激しい批判の対象となっていた

鉄道部門の競争条件は，複数の幹線ルートの確

立によって変容を遂げることになる。その具体

的なあらわれが鉄道会社によるルート間の破滅

的な輸送獲得競争である。輸送獲得競争は，運

賃切り下げと鉄道会社所有のエレベーター施設

の大穀物商への低額売却に象徴されるが，特に

鉄道会社聞の運賃競争は，当時苛烈をきわめ，

鉄道会社の経営を脅かすようになっていた。

こうした経過を背景に， 1887年に通商規制法

(The Act to Regulate Commerce of 1887.) 

が成立し，州、｜際通商委員会のもとで，鉄道業と

運賃決定が連邦政府レベルの公的規制対象と

なった。この通商規制法で具体的に重要なのは，

①Proportional rateと②Transitprivilegeの

二つである。まず，①であるが，これは中西部

の穀物産地から集散市場を経て東部等へ輸送す
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る場合の運賃を，各ルート間で均衡的に調整す

るというものであり，後にみる集散地市場間の

競争を緩和するものであったといえよう。次に

②であるが，これは，産地から最終目的地まで

の運賃と，産地から様々な集散地市場を経由し

て最終目的地へ到達するまでの運賃を同一化す

るというものであった（9）。

この通商規制法による運賃規制は，有利な立

地基盤を背景に物流の拠点となっていたシカゴ

市場に動揺をもたらした。なぜなら，こうした

規制下で東部の穀物商人による産地での直接買

い付けが増加し，サンプル取引によって集散地

市場であるシカゴを経由せずに直接貨車輸送さ

れるケースと他の集散地市場経由（例えば，鉄

道の西漸化によって創出した新興穀物集散地市

場）で東部へ出荷されるケースの二つが増大す

ることになったためである。

次に，集散地市場開の穀物集荷競争であるが，

もともとシカゴとセントルイス間では激しい集

荷競争があったのだが，ここでは新興集散地市

場の登場に注目すべきである（10)0 すなわち，鉄

道の延長により穀物生産地帯はより西漸化し，

製粉業と結びついたミネアポリスや新興小麦地

帯に隣接しているカンザスシティー等でも集散

地市場が形成され，それらの穀物取引量が著し

く増大するようになったのである。そして，鉄

道会社間の輸送獲得競争と関連して集散地市場

開の集荷競争が繰り広げられたのである。この

こともまたシカゴ市場への穀物搬入量を減少さ

せる一因となったのである。

以上要するに，鉄道会社間および集散地市場

間の競争がシカゴを経由する穀物流通フローを

少なからず変化させることになったのである。

しかしながら，穀物搬入量は減少したとはいえ，

シカゴ市場はその輸送上・立地条件上の優位性

から，穀物需給動向を把握する情報網が最も集

中していたために，他の集散地市場がシカゴに

とって代わることは不可能で、あった。すなわち，

こうした物流上の変容は，集散地市場型の穀物

流通を構造的に変化させるものではなく，言う

なればシカゴ集中型のそれが，多少緩和された

にとどまるものであるといっても差し支えなか

ろう。事実， 20世紀初頭になっても主要な集散

地市場のなかでシカゴの穀物搬入量は第一位で

あった。しかし，個別品目でみれば，小麦は第

4位に低下するというように，特定穀物の生産

地に近い集散地市場が大きくなることになる。

この結果，穀物の物流は若干シカゴを離れ，

シカゴ市場は穀物の先物センターとしての性格

を強めてゆくのである。換言すれば，穀物の現

物売買はシカゴの現物市場によらずに売買当事

者間の相対取引へと変化し，シカゴ市場は穀物

の物流センターとしてよりも，穀物の市場価格

に決定的な影響力を有する先物売買を通じた穀

物取引センターとして重要性を高めるのであ

る。今日的なシカゴ市場の様相は，この時期に

その端緒がみられるものと思われる。

そして，留意せねばならないのは，この

1890～20世紀初頭の時期にシカゴ市場，特に先

物市場の成熟によって数カ月先の穀物価格の目

安が形成されていることが，現物市場を集中的

なものから個別分散的なものへと変化させるこ

とを可能ならしめているということである。指

標となる価格がなければこのような流通上の変

化は，ストレートには現物市場の分散へとは直

結し得ないであろう。シカゴ市場における現物

市場の衰退を考察するには，岡市場における先

物市場の成立・成熟の過程とそれによる価格形

成機構を念頭に置かなげればならないものと思

われる（1九

｝王

(1) 小津［17], pp.279 296.集散地市場は，穀物の集積
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地であると同時に分配センターである。

( 2 ) Heifner [20 J , pp160-166.この穀物取引形態は，次
のような問題点を抱えていた。すなわち，①多くの

場合，価格が一般的に知られていないこと（従って

価格を熟知した大手穀物商人に有利である），②契

約者聞に契約履行の保証がないこと，である。先物

取引は，こうした問題を解決するためにも発足し

たものと思われる。

( 3) 農民達は穀物商人への穀物販売と同時に代金の

支払いを要求するが，数カ月先の販売価格が不確

定なことやアメリカ資本主義の初期段階にあって

穀物商人達の資金調達能力が乏しかったことか

ら穀物流通が滞る問題が生じた。これを解決する

ために，シカゴの穀物商人達は，数カ月先の穀物価

格を予め決めておく制度を慣習的に成立させてい

たのである。

( 4) シカゴ商人達の間で慣習的に成立していた先渡

し契約は，制度的に保護されていたわけではなく，

契約を履行しないものが多数あらわれた。これを

防ぐために契約保証金の制度が確立したのであ

る。

( 5) 中村［13],P.87. 

( 6) この時期の鉄道建設と穀物流通機構の確立につ

いては，前掲小津が詳しい。

鉄道は主として東部の資本家によって次々に東

から西へと敷設された。すなわち， J・P・モルガン

やジョン・D・ロックフエラーによるイリノイ・セ

ントラル鉄道，ユニオン・パシフイツク鉄道，ノー

ザン・パシフィック鉄道がその典型であろう。な

お，州政府は鉄道を誘致するために，土地を無償で

提供したために，それだけ農民への課税率は高く

なることになった。また，鉄道が建設された後は，

本文でもふれたように独占的な高運賃が農民を

f寺ってた。

( 7) ここでは集散地市場に設立された穀物取引所に

ついて代表的なものをとりあげたが，この時期同

様に集散地市場に設立された取引所を列挙すれ

ば，ダルース商品取引所 (Duluth Board of 

Trade），カンサス市商品取引所（The Board of 

Trade of Kansas City），オマハ穀物取引所

(Omaha Grain Exchange），フィラデルフィア商

業取引所（TheCommercial Exchnge of Philadel-

phia），ミルヲォーキー商業会議所（TheMilwakee 

Chamber of Commerce），トレド物産取引所（The

Toledo Produce Exchange）等ということになろ

う。これらは，穀物流通システムの変容のなかで，

重要性を増すもの，あるいは存立基盤を失い淘汰

されるものに分化されることになる。

( 8) 小津口6］，この時期の鉄道部門や流通過程を支配

する鉄道業と結びついた商業資本（穀物商人・倉庫

業者）に対して農民達はグレンジ運動を展開し，農

民独自の穀物貯蔵施設を保有して対抗した。これ

がアメリカ農協の前身となるのである。また，現在

巨大な穀物商社として知られるカーギル社が，経

営基盤をこの時期に固めるのも，こうした鉄道会

社の協力が得られた結果である。詳しくはMorgan

[ 3 ] , pp.95-99. 

( 9) 日本貿易会［22], pp.141-143.こうした規制は，

集散地市場開・鉄道会社聞の集荷競争を緩和する

ものであった。そしてそれは集散地市場型の流通

体系を側面から確定的とするものであったといえ

よう。しかし，シカゴ市場に限ってみれば，このこ

とはシカゴへの穀物搬入量を一定程度減少させる

もの（なぜなら他の立地条件に劣る集散地市場へ

の穀物搬入が規制によってある程度保護されてい

るから）であった。

(10) 穀物流通体系の確立とともに，集散地に大規模な

穀物貯蔵施設（ターミナル・エレベーター）を所有

する穀物倉庫業者による高率の使用料設定等の不

正な取引慣行がみられたのだが，セントルイスは

こうしたエレベーターの使用料をいち早く規制し

て穀物搬入量を増加させようとした。

(11) すなわち，シカゴにおける現物市場の衰退は，流

通体系の確立と変容だけによるものではなく，先

物市場それ自体の発展の論理のなかで集約的な現

物市場の必要性が失われているのである。

3.集散地流通体系の構造変化

アメリカにおける穀物取引所は，集散地市場

において設立され，発展をたどってきた。その

なかでもシカゴの穀物市場は，その恵まれた立

地条件により，アメリカ最大の穀物市場へと発

展する。アメリカ穀物流通の確立期において各

穀物集散地点に形成された穀物取引所は，主要

輸送手段である鉄道業の展開とともに重要性を

ますもの，あるいは存立基盤を喪失し淘汰され
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るものに分化されることになった。シカゴの穀

物市場においては，現物市場の意義は薄れて，

先物取引主体の市場構造へと性格を変化させた

ものと言えよう。そしてこのシカゴ市場の性格

変化は， 1930年代以降に集散地市場を経由する

流通機構が構造的な変化を遂げるにつれますま

す強まることになる。

表3-1 三大穀物の市場経由率
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表3-1は，アメリカで生産された穀物のうち，

小麦・トウモロコシ・大豆について商品化され

る穀物がシカゴ市場を経由する割合を示したも

のである。これによると，戦後穀物のシカゴ市

場経由率は，ほぽ一貫して低下している。すな

わち，現物市場としてのシカゴは，集散地市場

としての存立基盤を喪失しているように思われ

る。ここでは，シカゴ現物市場の衰退の要因を

集散地市場型流通体系の構造的な変化に求めて

分析する。

( 1 ) 現物市場衰退の要因

19世紀後半に確立した集散地市場を拠点とし

た流通体系は， 1930年代以降変容を遂げ，シカ

ゴの現物市場を衰退させ，シカゴ市場をして先

物取引主体の市場へと明確に変化させる。集散

地市場型流通は，主として次の二つの要因に

よって変容することになる。すなわち，物流シ

ステムの変容と穀物輸出率の増大がそれであ

る。

第一に，物流システムの変容であるが， 1930

-27-

年代になるとトラックやパージによる輸送が整

備・展開することになる。これによって従来鉄

道に依存していた穀物輸送は少なからずこれら

の輸送手段にとって代わられることになった。

これに対して鉄道部門は，チト｜際通商委員会

(ICC）の認可もあって1935～58年にわたって

運賃を断続的に引き上げるが，逆に取り扱い数

量の低下を招くことになる。こうして鉄道に対

する代替的な輸送手段の普及によって，物流シ

ステムが変容し，鉄道を輸送主体として確立し

た集散地市場型流通の基礎的背景が掘り崩され

ることになった。これによって，農場一一カン

トリー・エレベーター一一ターミナル・エレベー

タ一一一最終市場という典型的な穀物の流通経

路の各段階の現物取引が集散地市場ではなく，

より個別取引で行われるようになったのであ

る。換言すれば，シガゴに代表される集散地市

場に集約化されていた現物市場が個別分散的に

なってきたということになろう。しかし，その

場合も穀物需給情報の集中化された場としての

シカゴ先物市場が一方で成立していることが，

これを可能にしたものと思われる。そして，こ

の個別の現物取引に対応する穀物取引形態も

次々に形成・展開していったが，それらはいず

れもシカゴの先物価格を一定の指標する取引形

態であるという点で強い共通性を有しているの

である（九その結果，シカゴの先物価格は，アメ

リカ国内の穀物価格の重要な指標となっていっ

たのである。

こうした背景から鉄道部門は，衰退へと向か

うものの， 1970年代に入るとトラックやパージ

輸送によって失ったマーケット・シェアを取り

返すために，従来の混合貨物連結方式からユ

ニット・トレインによる穀物専用連結方式を採

用する。そして，貨車回転率の飛躍的向上をは

かるとともに，輸出用穀物について産地から目
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的地まで直接輸送方式を開始した。そのため新

たな地点、に新しいエレベーター施設が必要とな

り，各地で大規模な投資が行われることとなっ

た｛九さらに， 1980年には，州際通商委員会によ

る規制も緩和され， a）個別契約運賃導入b)

鉄道会社間協調運賃の排除c）合弁・路線廃止

についての規制緩和がなされた。この結果，ユ

ニット・トレインによる大量一括輸送は，急速

に普及・一般化することとなった。こうした鉄

道部門の動向もまた，物流拠点を分散化し，集

散市場を省略した（経由しない）流通システム

を助長することになったものと思われる。

集散地市場流通体系を変容させた第二の要因

としては，穀物輸出比率の増大があげられよう。

1920年代後半の恐慌期に多くのダム湖が建設さ

れ，パージによる運航が可能となったが，これ

はシカゴを経由して東海岸からヨーロッパ市場

へ輸出する既成の輸出ルートに対して，ミシ

シッピィ一川を経由するガルブ地区からの輸出

ルートを確立させることになった。この新たな

輸出ルートの確立は，河川沿いの拠点において

ノてージへ穀物積込みを行うための，新たな設備

投資を伴いつつ行われた。そして，穀物の輸出

比率そのものが増大するにつれ，ミシシツ

ピィ一川を利用した輸出ルートは重要性を増

し，物流の拠点がターミナル・エレベーター（集

散地市場にある穀物貯蔵施設）からリバーサイ

ド・エレベーター（河川沿いにある穀物貯蔵施

設）へと移行することになった。その結果，穀

物輸出比率が増大するにつれ，集散地市場を経

由する穀物は減少することになったものと思わ

れる。

また，輸出穀物については当初から少数の穀

物商社による買い手の集中が言われており，こ

の傾向は時代を経るにつれ高まることになる。

この結果，少数の穀物商社は，次第に集散地市

場に依拠しない独自の穀物集荷ルートを確立し

始める。この傾向は1980年代以降に明確になる

のだが，これについては節を変えて論及しよう。

そして，このことも集散地穀物市場のもつ中継

卸売り機能の基盤を突き崩す要因となるのであ

る。

( 2) 穀物輸出流通の構造変化

輸出比率の増大にともなう物流構造の変化に

よって，シカゴをはじめとする集散地市場を経

由する比率は減少をたどったが， 1980年代以降

の穀物輸出流通の新しい局面への移行は，集散

地市場を中心とする流通体系を構造的に変化さ

せる性格のものであると思われる。この穀物輸

出流通の再構築は，70年代の輸出ブームを経て，

「農業不況」と呼ばれる極端な輸出不振に陥る

80年代においてなされた。

1970年代におけるアメリカの空前の輸出ブー

ムは，穀物流通部門にとってまさに黄金時代で

あった。輸出量の飛躍的拡大とそれに伴う流通

段階におけるマージンの増大は，流通部面にお

ける各種の設備投資を誘発した。しかしながら，

80年代におけるアメリカの穀物不振は，この状

況を一変させることになる｛九輸出量が減少す

るなかで， 70年代の流通部面における設備投資

は，一転して過剰資本化し，そうした状況下で

の輸出競争は，流通マージンを圧縮させ，穀物

輸出の流通構造の再編を促すことになる。こう

した穀物輸出流通の構造変化の方向性を端的に

言えば，少数のアグリビジネス多国籍企業によ

る内陸集荷段階から輸出段階に至る輸出流通の

垂直的一貫システム化ということになるが，そ

れを規定する一般的条件としては，以下の要因

があげられる（九一つは，極端に薄いマージンの

もとで競争激化する穀物輸出部門の中で，輸出

段階と内陸流通段階との一体的システムを確立
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しているかいなか，あるいはその優劣をめぐっ

て企業間の競争力格差が顕在化したことであ

る（九二つは先にも論及した輸送部門（鉄道）に

おける相次ぐ規制緩和のもとでの運賃弾力化＝

自由化である。これは，穀物集荷地から最終目

的地（輸出段階）までの大量一括輸送の優位性

を決定的とし，穀物輸出企業による内陸流通段

階への資本進出の重要な契機をなした。三つは，

80年代のアメリカ経済全体を席巻した第4次

M&Aブームである。輸出量の減少にともない

流通量が減少するなかで，固定資本＝流通施設

総体が過剰であるから，再編はM&Aを媒介と

した不採算施設の売却と戦略的施設の買収等に

よる取得という形態で進行した。この結果，巨

大な資本力を有する少数のアグリビジネス多国

籍企業に資本集積する傾向がみられ，輸出穀物

の垂直的一貫流通システム化を側面から促すこ

とになったのである（6）。

輸出穀物の垂直的一貫システム化によって，

穀物流通は企業内流通という性格を強めた。す

なわち，アメリカの穀物流通は， 1980年代以降

に，集散地市場流通からアグリビジネス多国籍

企業による垂直的一貫流通という新しい局面へ

の構造的な移行を遂げたと思われる。そして穀

物取引が企業内に包摂される結果，集散地現物

市場の存立基盤そのものが突き崩されてきてい

るものと思われるのである。それは集散地市場

の機能を終意させる性格のものといっても差し

支えないものであろう。

穀物の集散地点として，当初現物市場として

発足したシカゴ穀物市場は，こうした集散地市

場流通体系の変容と構造的な変化を経て，その

性格を変化させることになった。すなわち，物

流の拠点としての現物市場という性格は薄れ，

先物取引主体の市場へと明確に移行するのであ

る。そしてシカゴ穀物市場の機能は，穀物価格

の指標としての「価格指標」（Price registra-

tion）と「危険分散J(risk-sharing）の二つに集

約化していくのである。すなわち，この過程で

シカゴの先物価格は，アメリカ圏内の主要な価

格指標となり，物流の拠点から商業流通の拠点

へと転換したものと思われる。次の章では，先

物市場に特化したシカゴ市場の内包する問題点

について考察する。

｝王

(1) 穀物取引形態の種類と展開については，前掲拙稿

[5] , pp.259 261. 

( 2) 70年代は空前のアメリカ穀物の輸出ブームが生

じた時期である。鉄道会社は，こうした穀物貿易の

拡大が今後も継続するであろうという見通しから，

大規模な設備投資を行ったのである。また，こうし

た鉄道会社の動向に対して，スケールメリットを追

求して，サプターミナル・エレベーター（農場段階

にあってターミナル・エレベーター規模の容量をも

っエレベーター）が各地に建設された。こうしたサ

プターミナル・エレベーターの建設はその半数が農

協系によるものとみられるが，これについてはDahl

が詳しい。

( 3) 80年代には穀物輸出は劇的に落ち込み，アメリカ

穀物の過剰状態が現出する。詳しくは井野［9],pp. 

105-130. 

( 4) 輸出穀物の流通構造の再編については，拙稿［4]. 

( 5) 例えば， Milling & Baking News, Sosland 

Publishing Co.1983年，1991年によれば世界最大の

穀物商社であるカーギル社は83年の時点で輸出エ

レベーター（PE）を14基，ターミナlレ・エレベーター

を15基所有していたが， 90年にはPEを21基，ターミ

ナル・エレベーターを23基，リバーサイド・エレベー

ターを17基を所有して80年代を通じて内陸部の流

通段階を自己の統制下においている。

( 6) 1979年にアメリカの穀物流通に参入した全農（全

国農業協同組合）は，輸出施設のみを持つ方針で

あったが，アメリカ穀物流通のこのような競争上の

変化のなかで1988年に内陸部の穀物貯蔵施設をも

っCGBを買収し，穀物輸出流通の一貫システム化を

おこなっている。
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4.国際的な穀物価格決定機構として

のシカゴ市場

シカゴ穀物市場は，流通体系の構造的変化に

よって先物取引センターとしての性格を強める

ことになった。穀物の物流はシカゴ穀物市場を

離れ，穀物取引もより企業内取引へと変化して

いるのが現状である。しかしながら，商業流通

の面では，依然としてシカゴ穀物市場は，中心

的な存在であり続けた。個別分散化した穀物取

引は，形態の違いこそあれシカゴ穀物市場の先

物価格を一定の指標とする点で強い共通性を有

していたのである。シカゴ市場で形成される価

格は，アメリカ圏内の穀物価格の基準となり，

表4-1にみられるようにアメリカ農業の国際的

な重要性（特に輸出）の高まりや市場支配力の

上昇のなかで，国際的な穀物指標価格となって

いったのである。

国際的な穀物価格決定機構としてのシカゴ穀

物市場の先物価格を形成するメンバーは，大別

すると価格変動を回避したいへッジャーと投機

目的のスペキュレーターということになる（九

市場では，それらのニーズを結合し，その間の

リスクを再配分するのである。そして，形成さ

れる先物価格は基本的には穀物需給動向や投機

( 1) 1960年代までの価格支持

アメリカ政府が穀物価格形成に介入して価格

支持を行うようになったのは， 1929年の恐慌か

ら継続的に低水準で推移する穀物価格を安定的

価格帯へ維持しようとはかった1933年時点にま

で遡る。すなわち， 1933年の農業調整法（Agri-

cultural Adjustment Act of 1933.）によって，

過剰対策としての作付面積削減を条件に，第一

次大戦前の1909～1914年の価格に相当する価格

（パリティー価格）での商品金融公社にCC)

による「償還請求権のない融資」という形での

価格下支えが行われたのである。戦後のアメリ

カ農業政策も基本的にこの1933農業調整法を踏

襲した。そして，数次にわたる食糧・農業法に

よって，主要農産物である穀物を中心に強力な

生産制限と結びつけられた価格支持政策が，ア

メリカ圏内で展開した。価格支持の対象や手法

は，その時々の農業法によってかなり変化する

ことになったが，傾向的には60年代には，価格

支持水準の引き下げ・弾力化が進展する。すな

わち， 62年食糧・農業法では価格支持水準にcc
による融資単価）を引き下げるとともに，農場

への直接支払い供与を開始する。また，本格的

な需給調整＝生産制限策として， 65年農業法で

は基本作物毎の作付け面積が割り当てられてい

資金の流出入に規定されるが，ここでは，それ たものが廃止され，各年度に農務長官によって

以外の規定要因であるアメリカ農業政策と先物 告示される一定の耕地面積を不耕作にするセツ

価格の関連について中心的に考察する。 ト・アサイド方式が導入された（セット・アサ

表4-1 世界の穀物輸出に占めるアメリカの地位 単位：%

＼＼  1934～38 1955～57 1960 1965 1970 1975 1980 

小麦 6.4 46.1 42.3 31.9 28.5 40.4 

トウモロコシ 9.0 63.9 58.1 62.2 56.3 60.8 

大豆 2.3 82.0 74.0 91.6 94.4 76.6 

米 0.8 14.8 14.3 26.4 31.4 28.5 

注： 1934～38,1955～57の数値は主として資本主義世界でのそれを示す。

資料： USDCStatistical Abstract of United States.各年

43.6 

75.6 

78.5 

23.1 
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イドによって一定面積を休耕にすれば残りの面

積については基本的に作付けはどの種類であっ

ても自由となった） (2）。

ここで言えることは，シカゴ穀物市場を指標

として形成される穀物価格は，構造的な過剰圧

力に起因したアメリカ政府による国家的な市場

操作によって下支えされてきたということであ

る。長期的に過剰傾向にある場合，穀物価格に

は当然下降圧力がかかるが，それは融資価格で

の商品金融公社にCC）の引き取りという形で

一定の歯止めがかかるのである。その意味で，

シカゴ穀物市場で形成される価格は下方硬直的

であったのである（九そして，CCCによって蓄積

された穀物在庫は後にみるように海外に向けて

の食糧援助というかたちで処理されたのであ

る。

こうしたアメリカ政府による一連の価格への

介入は次の点に留意せねばならない。第一に，

これら生産調整をともなう価格支持政策は，過

剰の抑制には効果がなかったということであ

る。なぜなら，食糧・農業法に基づき農場が，

作付制限ないし一定期間休耕にする土地は主に

劣等地が選択され，反対に優等地に対して集約

的な資本投下がなされたために単位当たり収量

上昇への志向を強めたからである。その結果，

こうした生産調整を条件にした価格支持政策は

過剰抑制には直結せずに穀物過剰の状態は輸出

ブームが生じる70年代まで継続するのである。

また，作付け制限による作付け転換が，他の領

域の生産過剰を誘発するケースもみられた。

第二に，生産の過剰は商品金融公社が保有す

る穀物在庫量を増加させ，それだけアメリカ政

府の財政負担を重くしたことである。アメリカ

政府は，このような状況に対して，過剰対策と

して大量の余剰農産物を海外処理する方針を

とってきた。すなわち， 1954年に公法480として

知られる農業貿易振興および援助法を制定し

て，過剰処理を第一の目的として，途上国への

経済援助と輸出市場開拓の布石を打つことをも

目的とした（九こうした公法480による援助型の

過剰処理は， 70年代初頭まで継続するが，それ

らは70年代に入ると漸次商業輸出に転換される

ことになる。そして穀物輸出先としては途上国

よりも西ヨーロッパや日本などの先進国に向け

ての商業ベースの輸出拡大に重点が置かれるよ

うになる。これが度重なる日本への自由化攻勢

をもたらしたことや， CAPのもとで輸出競争力

をつけたEC諸国とドル高によって極端な輸出

不振に陥ったアメリカとの間で様々な攻防が繰

り広げられたことは周知のとおりである。

集約的農業の展開によるアメリカ農業の生産

力向上は，過剰問題を引き起こし，それは輸出

による余剰農産物の海外処理という形で解消さ

れる傾向にあった。この結果，アメリカの穀物

輸出が国際的な穀物市場に占めるシェアは次第

に高まることになり，次にみる70年代以降には，

シカゴ穀物市場は国際性を有するようになるの

である。換言すれば，シカゴ穀物市場は，農産

物の輸出依存度の高まり＝国際市場向けの農業

生産の拡大によって，天候などによる輸出入国

の農業の作柄や国際政治とのからみや為替相場

や国際金融問題等の不安定要素をも価格規定条

件に組み入れたということになろう。そしてそ

うした穀物価格をアメリカ政府が完全ではない

にしろ下支えしてきたということは，アメリカ

政府が国際的な穀物価格に対して一定の責任を

負ってきたということであり，過剰による恐慌

的な暴落を未然に回避してきたという点で評価

すべきであろうと思われる。
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( 2) 1970年代以降の価格支持

1970年代までの穀物価格支持政策は，すでに

論及したように穀物価格を一定水準以上で下支

えし，穀物過剰とCCCによる保有在庫量の累積

による財政負担を引き起こした。さらに，そう

した価格支持はパリティ方式によって所得補償

と結びついているために，価格支持水準の引き

下げには限界があった。そこで，より市場主導

型の農政を目指して73年農業・消費者保護法で

は，生産調整への参加を任意のものとし，また

従来のパリティ概念が放棄され（これは価格支

持水準と所得支持水準が分離されたことを意味

する），価格支持水準は引き下げられた。所得補

償については直接支払い制が導入され，生産費

を基準として設定される目標価格と市場価格な

いし融資価格とのいずれか高いものとの差額を

不足払いするシステムとして確立することにな

る。

この政策の意味するところは従来の需給調整

機能の麻痔した価格支持政策に代わり，所得補

償と価格支持を分離して価格支持水準を引き下

げであるべき市場価格を重視しようということ

である。さらに，価格支持水準をそれまでの所

得支持水準と同ーのものから市場価格＝シカゴ

先物価格のあるべき水準に近いものへと転換し

たことは，輸出競争力を高めることを可能にし

た。しかも，生産調整を任意制とすることで，

基本的には市場価格に応じた自由な農業生産を

重視したことになる。したがって，より市場メ

カニズムとそれによる需給調整に重点、をおいた

政策であったといえよう（5）。

しかしながら， 70年代のアメリカ農業部門は

劇的な局面変化を迎える。旧ソ連の突発的なア

メリカでの穀物買い付けに端を発する穀物輸出

ブームは，市場価格を目標価格さえ上回る状況

を創出する。このような70年代の穀物市場の活

表4-2 農業所得における輸出依存度単位（%）

年次 輸出額／農業所得

1950～54 10 
55～59 12 
1960～64 14 
65～69 15 
1970～74 16 
75～79 25 
1980～84 26 

資料：USDC,Statistical Abstruct, 1970, 1986. 

USDA, Agricultural Statistics, 1965, 1971, 1986. 

況と市場メカニズムをある程度重視した農業政

策は，アメリカ農業部門の輸出依存度を高め，

それを輸出農業化する。これは表4-2（農業所得

にしめる輸出額の%）に示されるように，アメ

リカ農業部門にとって輸出が不可欠のものと

なってくるのである。このようにアメリカ農業

が輸出依存化した性格を帯びてくると，輸入国

側の需要の減退はアメリカにおける農業産物過

剰を引き起こすことになる。すなわち，アメリ

カ農業の輸出依存化は，過剰問題をもアメリカ

一国内の過剰にとどめず，世界の過剰という性

格をもたせるのである。そうした中でアメリカ

政府が，穀物価格をある程度下支えしていると

いうことは，国際的な穀物価格の下落に歯止め

をかけていることになるのである。そしてこの

ことは一方で世界の他の生産国の農業生産に刺

激を与えることになり，アメリカを世界の限界

的な穀物供給者にしているのである。

その後，「農業不況」と農産物過剰に象徴され

る80年代にも基本的には73年農業法による価格

支持は踏襲されたが，一方でPIK計画に代表さ

れるような輸出促進計画を促進するとともにウ

ルグアイウンド農業交渉において農産物自由化

をめぐる討議が繰り広げられたことは周知の通

りである。

以上要するに，アメリカ政府による強力な国

家的市場操作（生産調整による供給の制限・価



アメリカの穀物流通とシカゴ市場 33 

格支持・余剰農産物の食糧援助を通じた処理）

によって穀物価格は多少とも下支えされてきた

ということである。そしてアメリカ農業が輸出

依存化し，圧倒的な市場支配力を有することに

なる段階で，国際的な穀物価格をも下支えする

ことになったのである。換言すれば，アメリカ

政府は，世界的な穀物価格の暴落を未然に防ぐ

ためにある程度責任を負ってきたということに

なろう。

｝王

(1) 日本経済新聞社編［14J,pp.141.によれば，シカゴ

穀物市場の取引関係は， 70年代半ばまでは穀物流通

関連業者等が現物売買を相場変動から守るために，

へッジを主要な目的とした取引が60%，投機取引は

40%程度であったという。それが70年代後半には逆

転し，投機取引が80%から90%を占めるまでにふく

れあがっているという。このように， 70年代半ば以

降はオイルマネーを中心とする投機資金の流入が

みられ，それが実際の需給関係とは講離した相場変

動を引き起こしているのである。

( 2) 農政研究センター編［15],pp.87-94. 

( 3) こうした公法480による食糧援助は，一つは過剰

農産物の処理であり，同時に農産物輸出，商業輸出

市場拡大の武器として利用するという性格を強く

もっていた。例えば援助の条件として，援助を受け

る国は通常の商業輸入を減らさないという条件が

ついていた。すなわち，援助輸出によって市場開拓

をおこなったのである。

( 5) 仮に市場価格が融資水準を下回った場合，通常農

民は収穫した穀物を市場へは出さずにCCCによる

融資を受けるほうを選択する。そうした行動は市場

への穀物供給が減少し，市場価格が融資価格を上回

るであろう地点まで継続する。

( 6 ) 服部［7], pp.844-246. 

5.結語

アメリカの穀物流通は，確立期において集散

地市場をその流通拠点とする集散地市場流通体

系を確立させた。そして各集散地市場には穀物

取引所が形成されたが，その中でも最大のもの

が立地条件に恵まれたシカゴ市場であった。シ

カゴ穀物市場は，当初現物取引市場として発足

したが，その後価格変動のリスクを回避するた

めに先物取引市場をも発足させることになる。

それと同時にシカゴの先物価格は，数カ月先の

穀物価格の目安となり，アメリカ国内の穀物価

格の指標となることになる。しかしながら，こ

うした集散地市場を流通拠点とした流通体系

は，戦後変容を遂げることになる。すなわち，

鉄道による輸送体系と密接に関連して形成され

た集散地市場流通体系は，代替的な輸送手段の

登場，鉄道部門みずからの大量一括輸送方式の

採用や輸出比率の増大による物流拠点の変化に

よって徐々にではあるが変容を遂げることにな

るのである。その結果としてシカゴ穀物市場は，

物流の拠点としての機能は薄れて（それは岡市

場における現物市場の衰退に象徴される），価格

指標や危険分散を主な機能とする先物市場主体

のものへと変化することになる。そして1980年

代以降の「農業不況」を経た穀物流通構造の再

編期を通じてこの傾向は一層強まることになる

ものと思われる。そうした流通構造の再編は，

端的に言えば少数のアグリビジネス多国籍企業

による垂直的な流通の一貫システム化であった

が，集散地市場型の流通システムから垂直的な

一貫流通システムへの構造的な変化は，現物取

引の企業内への包摂によって，シカゴ市場の集

散地市場としての機能を最終的に終意させるも

のであったと思われる。

流通システムの構造的な変化の中で，シカゴ

市場の機能は価格指標と危険分散（へッジ）の

二つに集約化されることになるが，前者につい

ては次のような問題が存在した。それは，シカ

ゴで形成される穀物価格は，アメリカ農業政策

による介入によって多少なりとも下支えされて

きたということである。すなわち，シカゴの穀
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表5-1 アメリカ穀物市場における先物取引の

単位： 100万ブ、ツシェル

年次 成約高 年次 成約高

1884 88 23,600 1931-35 13,489 
1889-93 18,000 1936-40 10,491 
1894-98 21,600 1941-45 6,481 
1899-03 19,400 1946-50 9,640 
1904-08 18,000 1951-55 8,898 
1909-13 16,000 1956-60 7,764 
1914-18 19,400 1961-65 10,430 
1921-25 21,753 1966-70 17,180 
1926-30 20,336 1971-74 25,803 

資料： U.S.O.A.,FederalTrade Commission 

物価格は，政府による市場操作によって下方硬

直的であったのである。さらに，このことは，

アメリカ農業が輸出依存度を高めて，国際的な

穀物の限界供給者へとなるにつれて国際的な穀

物価格を下支えするという性格をも帯びさせる

ことになるのである。ところで，こうした国家

による価格への介入は，先物市場の機能の一つ

である危険分散（リスク・へツジ）機能をある

程度減少させることになるものと思われる。本

稿では，国際的な価格決定機構としてのシカゴ

市場に焦点を当てていたために，こうした危険

分散の機能と実態については論及できなかった

が，表5~1にみられるように国家による価格介入

が行われ始めてから先物取引の成約高は減少し

ている（もちろん，先物取引の成約高はヘッジ

によるものだけには規定されない）。しかし，こ

のような価格支持は現在の農業交渉の過程で削

減される方向性にあり，ヘッジの重要性は今後

ますます高まるであろう（九

また，少数の巨大アグリビジネスによる垂直

的な流通システムの構築が，シカゴ市場へどの

ような影響を与えているかという点について

は，必ずしも論及しえなかった。カーギルやコ

ンチネンタルといった大手穀物流通関連企業に

よるシカゴ市場の市場操作問題は，過去に何度

も浮上して議会でも数度とりあげられてい

る（2）。 70年代に入ってこれらの企業の実態が明

らかにされつつあるときは，それら企業の寡占

構造や市場支配力を指摘する文献が多かった

が， 80年代に入るとそれを否定するものが増加

した。しかし， 80年代以降流通システムはそれ

ら企業への資本集積を通じた垂直的な一貫流通

へと構造的な変化を遂げており，その寡占構造

や市場支配力についても再考の時期にきている

ものと思われるが，この問題は別の機会に検討

することにしたい。

7王

( 1) 70年代以降，シカゴ市場が国際性を有するに至っ

て，アメリカ圏内の需給動向だけでなく輸入国の作

柄，為替相場，国際金融等の問題もシカゴ相場に影

響を及ぽすようになり，その変動は激しいものと

なっている。それに加えて，農産物交渉過程で，一

般的に価格支持は削減される方向にある。これはア

メリカが世界の穀物価格に対して責任を負わなく

なったものと言えよう。その結果，リスクへツジに

対する需要は今後増加するものと思われる。

( 2) 前掲日本経済新聞社編［14], pp.142-149. 
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